
昨
年
の
総
選
挙
後
、

マ
ス
コ
ミ
で
盛
ん
に

使
わ
れ
る
「
ア
ベ
ノ

ミ
ッ
ク
ス
」
。
大
阪

阿
倍
野
で
つ
く
ら
れ

た
新
し
い｢

ミ
ッ
ク

ス
ジ
ュ
ー
ス
」
か
な
ぁ

と
思
っ
て
た
ら
「
ト

ン
ッ
デ
モ
ハ
ッ
プ
ン
」

（
第
一
面
で
大
昔
の
ギ
ャ
グ
を
使
い
お
許
し
を
）

こ
の
語
源
は
ア
メ
リ
カ
製
、
ハ
リ
ウ
ッ

ド
ス
タ
ー
か
ら
大
統
領
に
な
っ
た
「
ロ

バ
ー
ト
・
レ
ー
ガ
ン
（1981

〜1989

）

さ
ん
が

実
施
し
た
ア
メ
リ
カ
経
済
の

回
復
を
政
策
目
標
に
掲
げ
た
「
レ
ー
ガ

ノ
ミ
ッ
ク
ス
」
を
真
似
？
（
似
た
？
）

政
策
を
安
倍
慎
三
さ
ん
が
言
い
始
め
た

の
で｢

ア
ベ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
」
と
か
、（
だ

そ
う
な
）。
ア
ベ
さ
ん
と
エ
コ
ノ
ミ
ー

（
経
済
）
政
策
を
合
わ
せ
た
造
語
だ
。

物
価
を
２
％
あ
げ
る
。
消
費
税
も
更

に
上
げ
、
金
融
を
緩
め｢

経
済
を
活
性｣

さ
せ
る
と
い
う
，
い
わ
ば
イ
ン
フ
レ
政

策
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
戦
法
に
時
間
差

攻
撃
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
イ
ン
フ
レ

政
策
と
は
正
に
そ
の
戦
法
．
否
、
資
本

主
義
の
基
本
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

私
が
幼
児
の
頃
、
通
貨
は
「
銭
」
が

あ
り
、
百
銭
が
で
一
円
。
一
銭
で
昆
布

付
き
の
紙
芝
居
が
見
ら
れ
た
。
祖
父
母

の
時
代
は
、
銭
の
下
「
厘
」
十
枚
で
一

銭
。
私
が
中
学
に
入
学
し
た
時
月
謝
は

五
円
。
五
円
以
上
学
校
へ
持
っ
て
き
て

は
な
ら
な
い
と
先
生
に
厳
命
さ
れ
た
。

六
年
後
卒
業
時
は
七
百
五
十
円
の
月
謝
。

実
に
百
五
十
倍
の
上
昇
。
物
価
は
上
が
っ

て
も
給
料
は
「
ス
ト
」
を
し
て
ヤ
ッ
ト

上
が
る
。
そ
の
繰
り
返
し
出
け
経
済
は

伸
び
た
。
イ
ン
フ
レ
政
策
。

そ
し
て｢

経
済
優
先
」
で
大
量
生
産

大
量
消
費
。
勿
体
無
い
や
団
結
は
死
語
。

｢

助
け
合
う
、
信
じ
あ
う
気
風
も
薄
れ

た
、
自
己
責
任
が
常
に
求
め
ら
れ｢

他

人
」
を
信
じ
な
い
個
人
主
義
が
横
行
し
、

過
っ
て
な
ら
考
え
ら
れ
な
い
色
々
な
事

件
が
起
っ
て
い
る
。
ど
こ
か
で
間
違
っ

た
の
だ
ろ
う
。

太
陽
系
の
一
つ
の
星
の
地
球
。
そ
の

地
球
で
う
ま
れ
た
動
植
物
の
中
の
一
つ

の｢

種
」
の
限
界
を
何
時
の
間
に
か｢

動

物
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
ア
ベ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
」
か
ら
脱
線
し
ま
っ

た
。
お
許
し
あ
れ
。

地域のお客様のお役に立つ店をめざして！ とんからりん VOL：161 2013(平成25年）2月１日（金）P1

【

ニ
ホ
ン
で

い
い
の
だ
。

日
と
本
が
く
っ
つ
い
て
、

何
で
「
に
っ
」
と
発
音
す
る

の
か
、
国
語
学
的
に
お
か
し
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
。

高
校
時
代
に
高
校
の
先
生
に
質
問

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

先
生
の
答
え
は
「
慣
用
的
な
使
い

方
だ
」
と
い
う
説
明
で
し
た
。

あ
ん
ま
り
納
得
し
な
か
っ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
ね
。

詩
を
や
っ
て
い
た
の
で
違
和
感
が

あ
っ
た
の
で
す
。

日
本
国
憲
法
↓
ニ
ホ
ン
コ
ク
ケ
ン

ポ
ウ

日
本
大
学
↓
ニ
ホ
ン
ダ
イ
ガ
ク

日
本
鋼
管
↓
ニ
ホ
ン
コ
ウ
カ
ン

慣
用
的
に
は
ニ
ホ
ン
が
多
い
の
に
、

日
本
と
二
文
字
で
使
う
時
だ
け
、

な
ん
で
、
「
に
っ
」
と
「
っ
」
の

撥
音
が
入
る
の
か
。

英
語
表
記
も
Ｎi

p
p
o
n

に
な
っ
ち
ゃ

う
。
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

「
に
っ
」
と
、
な
る
の
が
慣
例
な

ら
、
松
本
さ
ん
は
、
「
ま
っ
つ
も

と
」
に
な
り
、
中
本
さ
ん
は
「
な
っ

か
も
と
」
に
な
ら
な
い
の
は
な
ぜ

か
。

金
田
一
京
助
先
生
が
生
き
て
い
た

ら
、
今
朝
の
ケ
メ
通
へ
の
返
信

聞
き
た
い
も
の
だ
と
思
う
。
】

※
以
上
は
、
【
・
・
】
内
は
ケ
メ

コ
通
信
か
ら
コ
ピ
ー
さ
せ
て
も
ら
っ

た
事
情
は
・
編
集
後
記
に
記
す
・

※
ケ
メ
コ
通
信
は
毎
日
送
信
さ
れ

て
く
る
。
昨
日
でV

O
L:
4
1
6
9

。

発
信
者
は
澤
田
好
宏
さ
ん
、
あ
の

有
名
な
「
ケ
メ
コ
の
歌
」
の
産
み

の
親
。
そ
し
て
、
わ
が
「
と
ん
か

ら
り
ん
」
の
急
救
車
で
救
援
隊
。

原
稿
不
足
、
編
集
者
の｢

頭
が
カ
ラ
」

に
な
っ
た
と
き
助
け
て
貰
っ
て
い

る
。
今
回
は
、
読
者
の
皆
さ
ん
に

お
聞
き
し
た
い
！
貴
方
は
ド
チ
ラ
？

月
刊
サ
カ
タ
ニ
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス

発行（株）サカタニ
集酉楽・サカタニ
ファミリーマート
サカタニ京阪七条店
〒605-0993 京・
東山区七条こころ坂下
℡・075-561-7974
URLwww.sosake.jp/

Eﾒｰﾙ・info@sosake.jp
編集・酒谷義郎
yosirou@sosake.jp

▽
総
選
挙

で
自
民
党

が
大
勝
利
・
政
権
党
民
主
党
が
大

敗
し
て
安
部
内
閣
が
発
足
し
た
。

多
数
党
が
有
利
な
小
選
挙
区
制
が

大
き
く
作
用
し
た
結
果
だ
。

▼
投
票
行
動
を
し
な
い
人
が
多
く
。

率
も
低
い
。
半
分
以
上
は
結
果
が

見
え
て
い
る
か
ら
ど
う
せ
。
お
も

ろ
な
い
。
か
？
。
選
択
肢
が
な
い
。

▽
で
も
、
結
果
は
出
た
。
こ
の
先

の
参
院
選
挙
結
果
如
何
で
は
安
部

さ
ん
系
が
四
年
続
く
。
早
や
ア
ベ

ノ
ミ
ッ
ク
ス
。
既
に
物
価
は
上
が

り
だ
し
た
。
２
％
で
以
上
も
あ
る
。

▼
政
治
無
関
係
と
思
っ
て
い
る
人

も
多
い
が
、
こ
っ
ち
は
無
関
係
で

も
国
民
全
員
が
結
果
責
任
を
取
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
の
戦
争

も
政
治
の
結
果
だ
。

▽
国
家
を
動
か
す
政
治
。
そ
の
フ

ロ
ー
チ
ャ
ト
（
行
動
図
？
）
政
治

家
書
き
、
そ
の
意
向
を
受
け
官
僚

が
仕
上
げ
る
。
私
達
は
パ
ン
や
電

気
代
で
尻
拭
い
を
す
る
。

▼
に
ほ
ん
人
（
日
本
人
）
白
黒
・
１

か
２
と
二
つ
に
割
り
難
い
人
種
。

あ
い
ま
い
な
性
格
ド
チ
ラ
と
も
言

え
な
い
か
ら
の
棄
権
も
あ
ろ
う
。

▽
な
ら
、
白
票
を
認
め
て
そ
れ
が

過
半
数
な
ら
「
再
選
挙
」
を
繰
り

返
す
。
そ
う
で
も
し
な
い
と
、
消

費
税
は
20
％
の
覚
悟
。
戦
争
原
発

事
故
の
覚
悟
が
要
り
マ
ッ
セ
。

世
も
末
世
。
怖
い
怖
い
！
。

ど
ん
つ
き

第
97
回

定
例
：
１
月
20
日:

第
３
日
曜
日

講
師
・
以
倉
敬
之

様

:朝粥食べておシャベリ会 :報告

ア
ベ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
て

何
ん
の
コ
ッ
チ
ャ
？

日
本
（
に
ほ
ん
）

日
本
（
ニ
ッ
ポ
ン
）

さ
て
貴
方
は
？

今朝の
ケメ通返信

｢

ま
い
ま
い｣

は｢

う
ろ
う
ろ｣

す
る

の
京
都
弁
・
京
都
の
ア
チ
コ
チ
を

「
老
舗
店
主
、
大
工
の
棟
梁
、
植

木
屋
親
方
、
花
街
の
お
姐
さ
ん
、

お
坊
さ
ん
、
占
い
師
、
妖
怪
の
子

孫
、
鉄
道
マ
ニ
ア
、
主
婦
、
外
国

人
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
６
０
名
以
上
の
ガ
イ
ド
た
ち
と

一
緒
に
、
京
都
の
ま
ち
歩
き
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
さ
れ
て
い
る
団
体
の

ト
ッ
プ
が
伊
倉
さ
ん
。

2011

年
に
出
来
た
ば
か
り
だ
が
、

本
年
は
春
だ
け
で
も
案
内
の

180

コ
ー
ス
が
出
来
た
と
か
！
。

★
問
合
せ075-462-2312

10

時
〜18

時･

水･

日
は
休
み

コ
ー
ス
・2

〜3

時
間
小
さ
い
範
囲

少
人
数
で
「
ま
い
ま
い
」

料
金
は
１
５
０
０
円
〜

http://www.maimai-
ｎkyoto.ｊｐ



こ
の
文
は
あ
る
新
聞
社
に
投
稿
し
た
【
・
・
】

も
の
。
も
う
半
年
以
上
前
の
こ
と
で
あ
り

｢

歿
」
に
な
っ
た
よ
う
な
の
で
極
一
部
訂
正

し
て
此
処
に
掲
載
し
ま
し
た
。

【
来
年
（
注
・
今
年
）1913

年
（
大
２
）

架
橋
さ
れ
た
七
条
大
橋
が
百
年
を
迎
え

る
。
当
時
の
京
都
日
出
新
聞
は
、
同
4

月
14
日
、
当
時
の
井
上
京
都
市
長
、

大
森
京
都
府
知
事
参
席
の
も
と
地
域
の

人
々
と
近
隣
小
学
校
生
徒3500

名
が

参
加
し
た
渡
り
初
め
を
報
じ
て
い
る
。

そ
の
後
、
幾
つ
か
の
洪
水
に
耐
え
て

一
度
も
流
さ
れ
ず
壊
れ
ず
、
橋
は
鴨
川

東
西
通
行
を
唯
一
護
っ
た
橋
。
前
の
戦

争
中
の
金
属
等
類
供
出
で
、
高
爛
（
照

明
灯
）
は
取
外
さ
れ
、
欄
干
は
木
製
に

な
り
、
ヤ
ッ
と
戦
後
40
年
後
（
昭
61
）

今
の
形
に
な
っ
た
。（
元
の
と
は
か
け

離
れ
た
デ
ザ
イ
ン
）

歩
道
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
、
兄
弟
橋
四

条
大
橋
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
、
一

つ｢

川
下
の
塩
小
路
橋
」
よ
り
見
劣
り
、

隙
間
に
苔
と
草
が
生
え
て
い
る
。

黎
明
期
の
Ｒ
Ｃ
ア
ー
チ
の
中
で
群
を

抜
い
て
巨
大
ア
ー
チ
型
の
重
厚
な
橋
脚

部
分
は
、
積
年
の
汚
れ
で
黒
ず
ん
で
い

る
。
そ
れ
が
鴨
川
筋
に
お
い
て
明
治
期

の
威
容
を
残
す
貴
重
な
橋
と
し
て
、
土

木
学
会
が
選
奨
土
木
遺
産
と
し
て
認
め

た
橋
の
今
の
姿
な
の
だ
。

橋
上
の
市
電
線
路
は
な
く
な
っ
た
が
、

京
都
駅
か
ら
東
山
へ
の
入
口
の
橋
。
車

両
、
歩
行
者
も
多
い
。
今
も
橋
と
し
て

役
を
果
た
し
て
い
る
。
物
言
わ
ず
、
言

え
な
い
橋
の
姿
に
哀
れ
を
感
じ
、
化
粧

直
し
と
架
橋
百
年
の
お
祝
を
し
て
上
げ

た
い
と
思
う
が
。
酒
谷
義
郎

78
歳
】

同
窓
会
に
出
る

私
は1946

年
（
昭
21
）
貞
教
国
民
学
校

（
東
山
区
）
・1

9
5
2

年

（
昭
27
）
立
命
館
高
校
卒

業
・
大
学
は
入
っ
て
２
回

生
で
除
籍
さ
れ
ま
し
た
。

貞
教
の
同
窓
会
は
昭
29
年

に
呼
び
か
け
人
の
一
人
と

し
て
出
来
ま
し
た
。
以
後
毎
年
一
度
開

催
さ
れ
卒
業
の
還
暦
会
を
私
ど
も
の

｢

店
」
を
使
っ
て
致
し
ま
し
た
。
恩
師

が
お
一
人
は
ご
健
在
で
毎
回
ご
参
加
下

さ
り
、
今
も
勉
強
さ
れ
て
い
る｢

歌
曲
」

を
朗
朗
と
歌
っ
て
下
さ
い
ま
す
。
お
姿

も
女
性
の
同
級
生
よ
り
若
く
見
え
る
の

で
す
。
お
腹
の
中
か
ら
声
を
出
し
続
け

ら
れ
て
い
る
所
為
で
し
ょ
う
。

私
達
は
戦
争
〜
敗
戦
が
生
徒
時
代
で

す
。
学
童
疎
開
や
空
襲
、｢

お
米
」
の

ご
飯
も
食
べ
ら
れ
な
い
頃
で
し
た
。

修
学
旅
行
は
小
学
、
中
学
と
も
有
り
ま

せ
ん
。
卒
業
後
二
十
年
程
後
の
幹
事
が

企
画
し
て
く
れ
て
小
学
校
の
卒
業
旅
行

の
定
番
だ
っ
た｢

伊
勢
神
宮
」
へ
行
っ

た
の
で
す
。

高
校
は｢

裸
木
会｣

と
の
名
の｢

三
年

組
の
ク
ラ
ス
会
」
で
す
。
年
２
回
開
催

で
今
年
卒
業
６
０
年
１
２
０
回
。
ク
ラ

ス
担
任
の｢

柳
田
先
生｣

（
三
井
寺
大
僧

正
・
平
12
・
11
・
10
没
）

の
発
案
で
つ

く
ら
れ
た
会
。
毎
年｢

成
人
の
日
」
と
、

も
う
一
度
集
ま
り
ま
す
。

そ
の
会
に
１
１
９
回
出
席
、
欠
席
の
一

回
は
母
親
の
葬
儀
と
い
う
猛
者
が
い
ま

す
。
同
窓
生
は
同
じ
社
会
的
環
境
で
育

ち
生
き
て
来
ま
し
た
。
学
生
生
徒
時
代

は
勉
強
や
体
力
で
競
い
あ
っ
た
仲
間
で

も
、
社
会
生
活
や
日
常
生
活
の
姿
勢
で

随
分
変
わ
り
ま
す
。
白
髪
や
禿
げ
は
仕

方
が
無
い
と
し
て
、｢

若
さ
、
元
気
さ
」

で
は
差
が
出
て
き
ま
す
。
友
だ
ち
と
会
っ

て
、
若
さ
を
競
い
会
う
。
若
く
見
え
る

｢

奴
」
の
真
似
を
し
て｢

若
さ
」
を
保
つ

努
力
を
す
る
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。
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ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
り
ご
と

（
架
橋
百
年
）

七
条
大
橋
の
哀
れ

お
金
の
要
ら
な
い

長
生
き
方
法

⑨

ご
投
稿

酔
う
て
候

不
思
議
で
す
。
び
し
っ
と
寒
い
日
が

続
き
、
雪
も
降
っ
て
、
朝
か
ら
ヨ
ガ
の

月
曜
日
、
今
日
こ
そ
は
と
長
袖
シ
ャ
ツ

で
ス
タ
ジ
オ
入
り
し
た
か
ら
で
し
ょ
う

か
。
手
足
が
ポ
カ
ポ
カ
。
心
な
し
か
お

肌
の
ぐ
あ
い
も

ほ
ん
の
り
紅
が

さ
し
た
よ
う
。

あ
、
も
し
か

し
て
、
と
思
い

当
た
り
ま
し
た
。

酒
か
す
で
す
。

先
日｢

通
し
矢｣

と
「
楊
枝
（
ヤ
ナ
ギ
）

の
お
加
持
」
に
誘
わ
れ
三
十
三
間
堂
に

詣
で
ま
し
た
。

途
中
「
サ
カ
タ
ニ
」

さ
ん
の
前
で
何
と

甘
酒
の
サ
ー
ビ
ス
！

受
け
た
つ
い
で
に

酒
粕
を
求
め
た
の
こ
り
の
欠
片
を
ト
ー

ス
ト
に
塗
っ
た
の
で
し
た
。
バ
タ
ー
と

蜂
蜜
と
酒
粕
の
コ
ラ
ボ
は
香
ば
し
く
こ

の
一
月
の
底
冷
え
を
し
の
ぐ
に
も
っ
て

こ
い
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
た
が
が
外
れ

・

・

た
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
。
ヨ
ガ
の
一
時

間
中
ほ
ろ
ほ
ろ
と
楽
し
く
身
の
屈
伸
も

伸
び
や
か
で
、
お
ま
け
に
妙
案
も
ひ
ょ
っ

こ
り
浮
か
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
湯
に
つ
か
っ
て
い
る
と

｢

朝
寝

朝
酒

朝
湯
が
大
好
き
で
そ
れ

で
身
上
・
・
」
の
あ
の
歌
が
浮
か
び
ま

し
た
が
酒
は
と
も
か
く
酒
粕
は
朝
に
ピ
ッ

タ
リ
と
思
い
ま
し
た
。

近
く｢

酒
は
大
七

旨
さ
は
第
一
」

(

福
島
・
宮
城
）
の
地
の
帰
省
し
ま
す
。

母
亡
き
あ
と
の
父
に
酒
粕
の
こ
と
耳
打

ち
し
て
き
ま
ひ
ょ
。

石
動
敬
子

（
注
）
大
七
は
福
島
県
二
本
松
の
酒
の
銘
柄

北大路橋（昭8）は、平20年7月
架橋時の灯籠照明の復元や憩い
の空間である眺望バルコニー
設置など修景施設を整備完了！！

上:（大3）七条大橋渡り始め
中:戦前の高爛(照明）と欄干
下・汚れている橋脚
★北大路より交通量は多い
七条のこの格差は何故ですか？

酒
の
粕
の
効
用

５
０
ｇ
の
酒

か
す
を
甘
酒
状
に
し
て
、
３
週
間
飲

み
続
け
た
実
験
結
果
。
動
脈
硬
化
の

引
き
金
に
な
る
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
が
平
均
で8

.
2

低
下
！
さ
ら
に
被

験
者
は
口
を
そ
ろ
え
て
「
お
通
じ
が

改
善
」
。
そ
の
通
り
で
す
。
私
は
毎

朝｢

酒
粕
入
り
お
粥
」
を
食
べ
ま
す
。

夜
は
風
呂
上
が
り
に
「
手
・
顔
」
に

摺
り
こ
ん
で
ス
ベ
ス
ベ
で
っ
せ
。
家

内
に
内
緒
で
さ
わ
ら
せ
ま
ひ
ょ
か
。
YS



千
本
今
出

川
で
北
、

東
、
西
の

三
方
向
へ
分
か
れ
る
市
電
の
系
統
の
う

ち
、
乗
車
し
た
の
は
赤
い
系
統
板
の
１

号
系
統
で
し
た
。
同
系
統
は
、
右
へ
曲

が
り
、
今
出
川
通
を
東
進
、
西
陣
の
中

心
へ
向
か
い
ま
す
。

当
時
の
今
出
川
通
に
は
、
西
陣
の
機

織
り
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
出
格
子
の

京
町
家
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は

街
並
み
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
当
時

か
ら
あ
る
の
は
、
左
手
の
嘉
楽
中
学
校
、

右
手
の
西
陣
郵
便
局
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う

か
。西

陣
郵
便
局
に
は
、
ひ
と
つ
の
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。
大
学
時
代
の
こ
と
で

す
が
、
そ
の
時
、
大
学
は
紛
争
中
で
、

前
後
期
の
試
験
は
な
く
、
す
べ
て
レ
ポ
ー

ト
提
出
と
な
り
ま
し
た
。“
書
け
ば
通

る
も
の
で
す
が
、
締

切
日
が
あ
り
ま
す
。

準
備
作
業
は
何
も
せ

ず
、
前
日
の
深
夜
に

な
っ
て
書
き
始
め
、

締
切
当
日
の
早
朝
、

自
転
車
を
飛
ば
し
て
、

集
配
局
で
あ
る
西
陣

郵
便
局
ま
で
投
函
に

行
き
ま
し
た
。
当
日

の
消
印
が
あ
れ
ば
、

レ
ポ
ー
ト
有
効
な
の

で
す
。
実
に
い
い
加
減
と
い
う
か
、
お

お
ら
か
な
時
代
の
思
い
出
で
す
。

ま
も
な
く
到
着
す
る
停
留
所
が
今
出

川
浄
福
寺
で
す
。
こ
の
停
留
所
で
個
人

的
な
思
い
出
は
、
停
留
所
の
真
ん
前
に
、

高
校
・
大
学
時
代
の
１
年
先
輩
の
家
が

あ
っ
た
こ
と
で
す
。
写
真
、
カ
メ
ラ
の

こ
と
に
強
く
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
家
に
行
く
と
、
市
電
の
停

車
・
発
車
の
様
子
や
、
車
内
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
ま
で
手
に
取
る
よ
う
に
聞
こ
え
て

く
る
、
市
電
に
い
ち
ば
ん
近
い
家
で
し

た
。
そ
の
影
響
で
、
先
輩
も
市
電
好
き

に
な
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。

交
差
す
る
浄
福
寺
通
は
、
北
は
寺
之

内
通
か
ら
南
は
竹
屋
町
通
ま
で
、
西
陣

を
南
北
に
走
る
通
り
で
す
。
通
り
の
語

源
は
、
浄
福
寺
通
に
あ
る
寺
の
名
前
で

す
。
浄
福
寺
は
延
暦
年
間
（
七
八
二
〜

八
〇
二
年
）
に
天
台
宗
の
寺
と
し
て
建

立
さ
れ
、
当
時
は
京
都
二
十
五
大
寺
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
移
転
を
繰
り
返
し
、
元
和
元
年
（
一

六
一
五
年
）
に
、
現
在
の
場
所
に
定
ま

り
ま
し
た
。「
赤
門
寺
」
と
も
言
わ
れ
、

天
明
の
大
火
の
時
、
赤
門
の
上
に
鞍
馬

天
狗
が
飛
ん
で
き
て
、
大
き
な
う
ち
わ

を
あ
お
い
で
火
を
食
い
止
め
た
と
い
う

逸
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。

今
出
川
通
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た

が
、
少
し
中
へ
入
る
と
、
ま
だ
多
く
の

京
町
家
が
残
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、

浄
福
寺
通
を
上
が
っ
て
、
上
立
売
通
を

越
え
た
と
こ
ろ
か
ら
京
町
家
が
続
き
、

白
い
石
畳
の
道
が
始
ま
り
ま
す
。
毎
年

十
一
月
、
こ
こ
で
町
家
を
照
ら
し
出
す

「
都
ラ
イ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

す
ぐ
近
く
の
上
七
軒
の
会
場
と
と
も

に
行
わ
れ
る
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
暮

ら
し
の
あ
る
内
部
か
ら
、
外
部
へ
光
を

放
ち
、
建
物
か
ら
洩
れ
る
灯
り
で
日
頃

見
落
と
し
が
ち
な
身
近
な
町
並
み
を
彩

り
ま
す
。
一
般
的
な
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と

は
対
照
的
に
、
町
家
の
暖
か
で
優
し
い

灯
り
を
メ
イ
ン
と
し
て
い
る
点
が
特
徴

的
で
す
。
石
畳
に
打
ち
水
を
し
た
通
り

は
、
反
射
し
て
光
る
灯
り
が
非
常
に
美

し
く
、
多
く
の
人
た
ち
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
各
会
場
で
は
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
イ

ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、

「
織
り
成
す
暮
ら
し
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
、

穏
や
か
な
光
と
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

【
お
詫
び
】

前
号
の
同
欄
の
写
真
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン
２
点
が
入
れ

替
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。

こ
の
通
妙

寺
（
つ
う
み
ょ

う
じ
）

は
、

東
山
区
五
条
大
橋
東
六
丁
目
に
あ
る
日

蓮
宗
の
お
寺
。

西
本
願
寺
の
広
大

な
大
谷
本
廟
の
小

路
沿
い
に
あ
る
。

こ
の
辺
り
一
帯
は

鳥
辺
野
（
と
り
べ

の
）
と
言
わ
れ
、

嵯
峨
の｢

化
野｣

と

並
び
伝
承
に
よ
る

と
、
野
ざ
ら
し
に
な
っ
て
い
た
遺
骸
を

空
海
が
弘
仁2

年
（811

年
）
、
五
智
山

如
来
寺
を
建
立
し
埋
葬
し
た
の
に
始
ま

リ
墓
、
寺
院
が

多
く
建
立
さ
れ

た
と
か
。

話
は
少
し
反
れ

る
が

松
原
通

り
大
和
大
路
東
、

お
盆
の
「
六
道

ま
い
り
」
の

「
西
福
寺
」
前

に
建
つ
「
六
道
の
辻
」
の
石
標
が
有
り
、

鳥
辺
野
に
逝
く
亡
き
人
と
お
別
れ
し
た

所
と
か
。
京
名
物｢

幽
霊
飴
」
も
近
く

で
売
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
通
妙
寺
は
、
戦
争
時
の
馬
町

爆
撃
を
受
け
、
被
爆
で
三
名
死
者
が
で

た
寺
で
あ
る
。
今
や
京
都
で
一
番
観
光

客
の
多
い
世
界
遺
産｢

清
水
寺
」
の
、

直
ぐ
隣
の
町
内
に
あ
り
Ｂ
29
が
、
一
秒

早
く
爆
弾
を
落
し
て
お
れ
ば
、
清
水
寺

の
今
の
姿
は
な
い
。
逆
に
も
う
一
秒
遅

れ
る
と｢

妙
法
院
・
博
物
館
」
が
被
爆

し
た
だ
ろ
う
。
通
妙
寺
は｢

身
代
わ
り
」

に
な
っ
た
寺
と
い
え
る
。

そ
の
山
門
に
は
「
鳥
辺
山
帝
釈
天
王
」

と
書
か
れ
、
境
内
に
は
そ
の
お
堂
が
あ

り
ま
す
。

筆
者
は
、
仏
教

に
は
無
関
心
な

方
、
帝
釈
天
王

を
調
べ
た
。

イ
ン
ド
の
バ
ラ

モ
ン
教
、
ヴ
ェ
ー

ダ
神
話
の
神
で

創
造
神
。
梵
名
は
イ
ン
ド
ラ
。
帝
釈
天

(

帝
釋
天)

、
帝
釈(
帝
釋)

、
釈
提
桓
因

(

し
ゃ
く
だ
い
か
ん
に
ん)

と
も
。
雷
霆

の
武
神
。
と
あ
っ
た
。
仏
教
で
は
十
二

天
の
一
尊
で
、
東
の
守
護
神
だ
と
言
う
。

本
山
妙
傳
寺(

左
京
区
・
西
身
延
）
の

歴
世
の
お
墓
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
本
山

の
御
廟
で
も
あ
る
と
か
。

毎
年
、
京
都
勇
師
法
縁
の
寺
院
が
集
ま

り
、
本
山
歴
世
の
貫
首
、
並
び
に
勇
師

法
縁
の
先
師
に
ご
回
向
残
ら
れ
る
格
式

の
高
い
お
寺
で
あ
る
。
そ
の
本
山
妙
傳

寺(

左
京
区
・
西
身
延
）
は
東
大
路
二

条
下
が
に
あ
り
、1477

年
（
文
明9

年
）
、

円
教
院
日
意
に
よ
っ
妙
伝
寺
を
建
立
さ

れ
た
。
宗

祖
の
日
蓮

の
御
真
骨

を
奉
安
さ

れ
た
寺
。

東
山
二
条
付
近
で
日
蓮
像
が
拝
め
る

。

市
電
が
走
っ
た

京
都
を
巡
る

福
田
静
二

地域とお客様のお役に立つ店をめざして！とんからり兆層ん VOL161 2013(平成25）2月１日(金）P3

京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ

38

24

朝の今出川浄福寺を行く

今出川線の市電

いかにも西陣を思わせる

町家もあった

「
六
道
ま
い
り
」
期
間
中

西
福
寺
で
公
開
さ
れ
る

秘
蔵
の
絵
の
一
つ

馬
町
爆
撃
を
受
け
た

通
妙
寺



大
島
渚

(

監
督
）

が

１
月
15
日

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
頑
張
っ
て
欲
し
い
お
方
だ
っ
た
の
に
。

ご
冥
福
を
祈
る
。

こ
の
爛
の
昨
年

10
月
号
第
七
十

三
話
で
、
あ
る

意
味
で
恩
人
で

あ
る
「
大
島
渚

さ
ん
」
の
こ
と

を
書
き
ま
し
た
。

昔
、
監
督
が
、
お
母
さ
ん
の
様
に
接

さ
れ
て
い
た
田
口
貞
子
さ
ん
経
営
の
、

「
杉
ざ
か
や
」
（
南
座
前
）
に
お
酒
を
納

入
し
て
い
ま
し
た
。
お
客
の
監
督
や
俳

優
、
学
者
さ
ん
が
各
地
の
銘
酒
を
ご
要

望
さ
れ
、
そ
れ
に
応
え
る
た
め
仕
入
れ

し
、
良
い
お
酒
に
出
会
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

当
時
の
清
酒
は
級
別
が
あ

り
、
灘
・
伏
見
大
手
の
特
・
一
級
酒
が

大
量
販
売
さ
れ
、
地
方
の
酒
蔵
は
醸
造

は
し
て
も
自
分
で
売
ら
ず
「
大
手
蔵
に

売
る
」
（
桶
売
り
）
が
殆
ど
で
し
た
。

そ
れ
は
酒
米
統
制
と
蔵
の
醸
造
量
な
ど

酒
税
法(

大
蔵
省
）
の
厳
し
い
管
理
下

で
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
し
た
。

地
方
の
酒
は
、
特
・
一
級
で
は
売
れ

ず
安
い
二
級
で
売
る
し
か
な
い
状
態
で

し
た
。
監
督
や
俳
優
さ
ん
は
、
地
方
で

良
い
酒
に
巡
り
合
う
と
「
そ
の
酒
」

を
「
杉
ざ
か
や
」
の
お
か
み
さ
ん
に

話
し
、
私
ど
も
が
仕
入
れ
、
数
本
納

入
し
た
の
で
す
。
残
り
は
家
内
名
義
の

隣
の
「
立
飲
み
酒
場
」
で
売
り
ま
し
た
。

熊
本
「
美
少
年
」
高
知
「
司
牡
丹
」
岐

阜
「
白
真
弓
」
等
々
で
す
。
「
杉
ざ
か

や
」
さ
ん
に
お
客
さ
ん
が
持
ち
込
ま
れ

る
酒
も
あ
り
、
そ
の
空
瓶
は
店
に
戻
っ

て
き
ま
す
。
私
も
酒
屋
の
端
く
れ
で
す

か
ら
、
見
慣
れ
な
い
空
壜
が
戻
る
と

｢
栓
」
を
と
り
香
り
を
確
め
ま
す
。
そ

し
て
愛
媛
の｢

梅
錦
」
や
宮
城
の｢

浦
霞｣

新
潟
の｢
越
乃
寒
梅
」
を
見
つ
け
お
取

引
を
始
め
ま
し
た
。｢

寒
梅
」
さ
ん
は

夏
に
約
束
の
数
を
引
き
取
れ
ず
以
後
仕

入
れ
を
断
ら
れ
る
失
敗
も
し
ま
し
た
。

で
も
、
地
酒
で
は
京
都
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
な
り
、
仲
間
を
誘
っ
て｢
日
本

名
門
酒
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
ん

な
こ
と
で
恩
人
的
な
お
方
で
す
。

｢

杉
ざ
か
や
」
さ
ん
の
「
会
」
で
監

督
と
戸
浦
六
宏
さ
ん
は
共
に
京
大
。
私

は
立
命
館
で
し
た
が
、
全
学
連
の｢

学

園
復
興
会
議
」
・
荒
神
橋
事
件
・
「
劇

団
風
波
」
な
ど
に
絡
ん
だ
事
も
あ
り
共

通
の
話
題
で
話
が
弾
み
ま
し
た
。
勿
論

酒
を
飲
み
な
が
ら
、
六
宏
さ
ん
は
酒
癖

で
困
り
ま
し
た
が
、
監
督
は
そ
れ
を
宥

め
る
側
で
、
お
静
か
で
し
た
。

も
う
60
年
余
の
昔
で
す
。
今
頃
天
国
で

監
督
・
六
宏
、
お
上
さ
ん
ら
の
口
喧
嘩

が
始
ま
っ
た
か
も
、
ま
だ
、
こ
ち
ら
に

い
る
私
は
仲
裁
は
出
来
な
い
が
・
・
。
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○
今
月
（
1
月
）

早
々
か
ら
調
子
が

悪
い
Ｐ
Ｃ
を
た
ら
か
し
て
「
と
ん
か
ら

り
ん
」
の
制
作
に
取
り
掛
か
っ
た
。

「
フ
エ
ー
ス
ブ
ッ
ク
」
も
や
り
だ
し
た
。

●
お
友
達
も
沢
山
出
来
た
。
い
よ
い
情

報
や
美
し
い
写
真
。
参
考
に
な
る
ご
意

見
の
多
い
。
エ
エ
ナ
ァ
使
っ
て
い
た
。

が
、
突
然
。
友
達
を
誘
え
な
く
な
っ
た
。

○
シ
ス
テ
ム
の
制
約
を
破
っ
た
ペ
ナ
ル

テ
ィ
だ
。
自
分
で
は
何
で
判
ら
な
い
が

多
分
何
処
か
で｢

決
め
事
を
破
っ
た
」

の
で
ろ
う
。
厳
し
い
が
シ
ス
テ
ム
と
し

て
私
の
中
で
FB
の
信
頼
性
が
高
ま
っ
た
。

●
編
集
子
は
元
来
「
思
い
込
み
。
一
人

ガ
ッ
テ
ン
」
が
強
い
ら
し
い
。
祖
母
が

「
片
意
地
な
頑
固
な
子
な
や
」
と
嘆
い

て
い
た
。
ス
パ
ッ
ト
切
替
が
で
き
ず
引

き
ず
る
性
格
。

○
今
年
年
賀
状
に
男
性
名
だ
が
、
女
性

を
感
じ
る
字
が
あ
っ
た
。
17
歳
の
頃
に

幾
度
も
会
っ
て
い
た
あ
る
人
を
思
い
出

し
た
。
あ
る
キ
ッ
カ
ケ
で
以
来
、
数
度

し
か
会
っ
て
い
な
い
お
人
だ
。

●
ふ
わ
っ
と
懐
か
し
い
が
悲
し
い
気
分
。

そ
の
こ
と
を
少
し
思
い
出
し
「
と
ん
か

ら
り
ん
」
2
月
号
に
と
書
い
た
。
そ
の

数
日
後
「
年
賀
状
の
男
性
」
が
豊
田
勇

造
ラ
イ
ブ
に
見
え
た
。
そ
の
ご
主
人
だ
。

○
書
き
上
げ
た
原
稿
を
密
封
し
て
渡
し

た
が
、
考
え
た
末
掲
載
す
る
こ
と
で
は

な
い
と
決
め
パ
ソ
コ
ン
か
ら
削
除
し
た
。

誤
っ
て
他
の
文
も
削
除
。
ケ
メ
コ
さ
ん

の
お
助
け
で
助
か
っ
た
。
残
念
な
が
ら

｢

心｣

文
で
表
す
に
は
能
力
不
足
。

燗
を
す
る
と

い
っ
て
も
温
め

方
に
も
色
々
。

同
じ
酒
で
も
多
彩
に
変
化
す
る
の
が
日

本
酒
の
魅
力
で
も
あ
り
ま
す
。

●
直
火
「
や
か
ん
」
や
鍋
に
酒
を
タ
ッ

プ
リ
と
張
り
、
や
ガ
ス
で
加
熱
し
ま
す
。

す
ば
や
く
温
度
が
上
が
り
、
や
や
ワ
イ

ル
ド
な
演
出
が
出
来
て
「
ア
ウ
ト
ド
ア
」

な
ど
大
量
に
酒
を
温
め
る
の
に
適
し
て

い
ま
す
。
や
か
ん
や
鍋
に
接
し
て
い
る

部
分
が
、
超
加
熱
し
て
「
ア
ル
コ
ー
ル

が
揮
発
し
、
刺
激
臭
が
強
く
辛
い
酒
に

な
り
ま
す
。

●
湯
煎
燗

も
っ
と
も
一
般
的
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
燗
で
す
。
大
き
目
の
鍋
に
水
か

火
に
か
け
、
酒
を
入
れ
た
徳
利
や
チ
ロ

リ
を
そ
の
お
湯
を
張
り
浸
け
て
温
め
暖

め
ま
す
。
鍋
の
大
き
さ
や
、
酒
の
分
量
、
，

浸
け
る
本
数
で
仕
上
が
り
の
な
る
時
間

は
変
わ
り
ま80

℃
手
前
お
湯
で
浸
け
る

の
が
お
勧
め
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
が
揮

発
す
る
温
度
よ
り
低
い
の
で
「
香
」
が

ぬ
け
ま
せ
ん
。
ま
た
徳
利
や
チ
ロ
リ
温

ま
り
、
熱
が
ジ
ン
ワ
リ
と
酒
に
伝
わ
る

の
で
、
過
加
熱
を
起
こ
し
ま
せ
ん
か
ら

辛
い
酒
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

水
を
沸
か
し
な
が
ら
つ
け
る
と
時
間
を

か
け
て
温
度
が
あ
が
る
の
で
、
酒
の
香

り
成
分
が
飛
ん
で
気
が
抜
け
た
の
酒
に

な
り
ま
す
。

な
ら
ば
熱
湯
に
浸
け
て
や
る
と
、
徳
利

が
急
速
に
加
熱
さ
れ
、
内
壁
に
接
す
る

部
分
が
過
加
熱
し
て
「
ア
ル
コ
ー
ル
」

臭
が
つ
よ
く
な
り
ま
す
。
徳
利
を
引
き

上
げ
た
後
も
燗
が
進
ん
で
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
電
子
レ
ン
ジ
燗

電
子
レ
ン
ジ
の
マ

イ
ク
ロ
波
は
、
物
の
細
い
部
分
に
集
中

す
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。
徳
利
を
使
う

と
首
が
熱
く
な
り
底
は
ぬ
る
い
ま
ま
と

い
う
事
に
な
り
、
別
の
徳
利
に
入
れ
替

え
再
度
チ
ー
ン
に
な
り
ま
す
。
ア
ル
ミ

ホ
イ
ル
を
入
れ
て
よ
い
レ
ン
ジ
な
ら
、

徳
利
に
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
裾
が
広
が
ら

な
い
よ
う
に
被
せ
る
と
上
手
く
い
き
ま

す
。

●
燗
ロ
ッ
ク

最
近

チ
ョ
ッ
ト
流
行
し

て
き
た
飲
み
方
。
ロ
ッ
ク
グ
ラ
ス
に
氷

を
タ
ッ
プ
リ
と
入
れ
、
温
め
た
酒
を
注

ぐ
だ
け
。
氷
が
と
け
て
、
程
よ
い
口
あ

た
り
が
楽
し
め
、
温
度
も
下
が
り
、
ア

ル
コ
ー
ル
度
数
も
下
が
り
飲
み
易
く

な
り
ま
す
。
お
洒
落
な
飲
み
方
で
す
。

編
集
後
記

お
燗
の

つ
け
方

③

酒
屋
で

生
き

て

生
か
さ
れ
て

第
七
十
五
話

大
島
渚
さ
ん
を

惜
し
む

写
真
は
、
千
本
中
立
売
上
る
西

側｢

神
馬
（
シ
ン
メ
）
酒
場
」

の
主
、
我
が
妹
の
旦
那
。
こ
の

店
は
、
酒
屋
初
代
の
祖
父
が
手

印
に
し
て
い
た｢

神
馬
」
チ
ェ
ー

ン
店
時
代
の
名
を
残
し
て
い
る
。

現
代
も
当
時
と
同
じ
酒
の
提

供
の
方
式
を
残
し
て
い
る
。

料
理
は
、
祇
園
の
一
流
料
理
店

で
修
業
し
た
息
子
が
担
当
し
て

吟
味
し
た
素
材
と
磨
い
た
腕
で

つ
く
っ
て
い
る
。
値
段
は
そ
う

高
く
な
い
。
ご
贔
屓
を

電
話

075-461-4322

今
も
桝
で
計
り
銚
子
を

銅
壺
で
温
め
る
神
馬
酒
場


